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滋
賀

所
在
地

調
査
期
間

/Jヽお
谷だ
現虎与
跡

伝
矩
試
随
り

滋
賀
県
東
浅
井
郡
湖
北
町
大
字
郡
上
他

一
九
九
七
年
度
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
九
月
―

〔鋳
ヵ
〕

⑫

　

□
銭
□

⑥
は
、
削
居
二
点
が
間
を
お
い
て
続
く
も
の
と
し
て
い
た
が
、
直
接
接
続
す

る
こ
と
が
判
明
し
、
釈
文
そ
の
も
の
も
訂
正
し
た
。
０
０
は
、
削
居
二
点
が
間

を
お
い
て
続
く
も
の
と
し
て
い
た
が
、
配
列
順
が
確
定
で
き
な
い
の
で
、
別
の

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同

一
木
簡
の
削
婿
で
あ
る
。
ま
た
、
釈
文
も
訂
正
し

た
。
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
、
釈
文
の
訂
正
の
み
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

紫
香
楽
宮
跡
調
査
委
員
会

『宮
町
遺
跡
出
土
木
簡
概
報
』

一
（
一
九
九
九
年
）

（１
１
７
・
９
　
鈴
木
良
章
、
８
　
鷺
森
浩
幸
）

一
九
九
八
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
湖
北
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
崎
清
和

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
初
期
―
中
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

小
谷
城
跡
は
、
戦
国
大
名
浅
井
氏
三
代
の
居
城
の
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
。　
一

九
三
七
年
に
金
吾
丸
か
ら
本
九

を
経
て
、
中
の
九
、
京
極
九
、

山
王
丸
、
さ
ら
に
大
嶽

（小
谷

山
山
頂
）
に
続
く
山
稜
及
び
、

清
水
谷
を
は
さ
ん
だ
西
方
の
尾

根
上
の
山
崎
九
、
福
寿
丸
な
ど

の
山
城
部
分
が
史
跡
に
指
定
さ

れ
た
。　
一
九
九
五
年
二
月
に
は

本
九
が
所
在
す
る
尾
根
と
山
崎

(長 浜)
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丸
、
福
寿
丸
の
あ
る
尾
根
に
は
さ
ま
れ
た
清
水
谷
が
追
加
指
定
さ
れ
た
。

清
水
谷
は
、
「小
谷
城
跡
絵
図
」
（小
谷
城
址
保
勝
会
所
蔵
、
湖
北
町
所
蔵
な
ど
）

な
ど
に
よ
れ
ば
、
重
要
な
小
谷
城
関
連
施
設
が
あ
っ
た
場
所
で
、
谷
の
最
奥
部

に
浅
井
氏
歴
代
の
居
館
で
あ
っ
た

「御
屋
舗
」
が
あ
り
、
こ
れ
よ
り
谷
の
入
口

に
向
か
っ
て

「木
村
屋
敷
」
「山
城
屋
敷
」
「大
学
ヤ
シ
キ
」
「遠
藤
屋
敷
」
な

ど
の
地
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
清
水
谷
の
入
口
に
は

「知
善
院
」
、

中
ほ
ど
に

「天
徳
寺
」
、
谷
奥
に
は

「徳
勝
寺
」
「観
音
寺
」
と
い
う
寺
院
の
地

名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
知
善
院
、
徳
勝
寺
は
小
谷
城
落
城
の
後
、
羽
柴
秀
吉

に
よ
っ
て
長
浜
に
移
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
絵
図
に
は

「此
内

不
残
屋
敷
跡
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
清
水
谷
は
、
山
上
の
小
谷
城
に
対
し
て
城
下
の
居
館
に
相
当
す

る
部
分
で
あ
り
、
浅
井
氏
や
重
臣
の
屋
敷
、
寺
院
な
ど
か
ら
形
成
さ
れ
る
浅
井

氏
家
臣
の
日
常
の
生
活
の
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
清
水
谷
の
入

口
を
境
に
、
南
側
の
平
地
に
は
城
下
町
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

一
九
九
五
年
度
よ
り
、
史
跡
小
谷
城
跡
清
水
谷
地
区
の
史
跡
整
備
を
行
な
う

た
め
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
が
、　
一
九
九
八
年
度
に
は
、
清
水
谷
の
入
口

に
位
置
す
る

「伝
知
善
院
跡
」
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

「知
善
院
」
と
呼
ば
れ
る
区
画
は
面
積

一
六
二
六
ポ
で
、
現
在
確
認
で
き
な

い
が
、
以
前
は
高
さ
約

一
ｍ
ほ
ど
の
土
塁
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
た
。
調
査
は

こ
の
う
ち
清
水
谷
の
入
口
で
堀
跡
に
接
す
る
人
○
○
ポ
の
範
囲
で
行
な
っ
た
。

調
査
の
結
果
、
地
表
か
ら
四
〇
ｃｍ
ｌ
六
〇
ｃｍ
の
深
さ
で
、
建
物

・
土
塁

。
溝
、

庭
園
と
考
え
ら
れ
る
池
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。

庭
園
と
考
え
ら
れ
る
池
の
遺
構
は
大
小
の
石
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
長

さ
約

一
〇
ｍ
幅
約
四
ｍ
、
残
存
す
る
深
さ
約
三
〇
釦
で
あ
る
。
こ
の
遺
構
か
ら
、

陶
器

・
土
師
質
土
器

・
鉄
砲
の
弾

。
鎧
の
小
札

・
塔
婆

・
笹
塔
婆

・
柿
経
が
出

土
し
た
。

笹
塔
婆

・
柿
経
は
庭
園
の
池
に
投
げ
入
れ
た
よ
う
に
散
乱
し
て
出
土
し
た
。

ま
た
、
建
物
跡
付
近
か
ら
は
、
金
銅
製
の
小
椀
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

（梵
字
と
死
亀
三
年

ω
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正
讀
禅
定
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（Φυ
×
撃
×
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釦

ａ
岸

×
亀
三
年

②
　
　
×
属
七
世
父
母
法
界
×

七
月
十
Ｘ
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∽９
×
駕
×
ｏ～

ｏ常

［四
］

①

　

□
能
於
後
世
受
持
是
経
者
我
遣
在
人
中
行
於
如
来
事
」

０
∞
じ

×
Ⅸ

×
９

頓
　
ｏ
常

［若
己

④

　

回
於

一
劫
中
常
懐
不
善
心
作
色
而
罵
佛
獲
元
量
重
罪
」

命
Ｎ
ｅ

×
］
ω
×
？

釦
　
ｏ
鵞

固
有
讀
誦
持
是
法
華
経
者
須
央
加
悪
言
其
罪
復
過
彼
」

（
］
∞
∞
）
×
］
伽
×
９

伽

×
［酔
越
佛
道
而
於

一
劫
中
合
掌
在
我
前
以
元
数
掲
讃
」

Ｏ

∞
じ

×

］
い
×

９

伽

〇
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Ｐ

〇
盆
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×
昔
己
来
未
曽
顕
説
而
此
経
者
如
来
現
在
」
（］ド
∞
）
×
］ヽ
×
〇
・釧
　
ｏ⇔
牌

側
②
の
二
点
は
、
同

一
地
点
か
ら
柿
経
と
重
な
っ
て
出
上
し
た
笹
塔
婆
で
あ

る
。
元
亀
三
年

（
一
五
七
一
し

は
、
姉
川
の
合
戦
の
翌
々
年
に
あ
た
り
、
陰
暦

七
月

一
四
日
は
孟
蘭
盆
で
、
織
田
信
長
と
対
陣
す
る
な
か
、
小
谷
城
内
で
こ
の

×
讃
佛
故
得
元
量
功
徳
歎
美
持
経
者
其
福
復
過
彼
」

Ｏ

Ｎ
ｅ

×
］
∽
×
Ｐ

伽

［八
ヵ
］

□
十
億
劫
以
最
妙
啓
及
典
香
味
鯛
供
養
持
経
者
」

（溺
じ
×
誤
×
Ｐ
観

［是
≧

×
□
供
養
己
若
得
須
央
聞
則
應
自
欣
慶
我
今
獲
大
利
」

（駕
じ
×
］釦
×
Ｐ
∽

［今
立

×
□
告
汝
我
所
説
諸
経
而
於
此
経
中
法
華
最
第

一
」

（］卜〇
）
×
］伽
×
〇
伽

［時
立

×
□
佛
復
告
薬
王
菩
薩
摩
訂
薩

×
　

　

　

（霊
∀
］葵
〓

［旦皇
ヵ
］

×
□
千
高
億
己
説
今
説
首
説
而
於
其
中
此
法
」
Ｃ
ヽ
じ

×
］
ω
×
Ｐ

伽

×
経
最
為
難
信
難
解
薬
王
此
経
是
諸
佛
秘
要
」
ｏ
の
ｅ

×
］
６
×
Ｐ

い

［蔵
≧

×
□
不
可
分
布
妄
授
典
人
諸
佛
世
尊
之
所
守
」
合
ヽ
９

×
］
⇔
Ｘ
Ｐ

り

よ
う
な
法
要
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

①
以
下
の
柿
経
は
、
保
存
状
態
の
良
好
な
も
の
で
幅
二
三
ｍｍ
長
さ
二
人

一
ｍｍ
、

厚
さ
○

・
五
ｍｍ
で
法
華
経
が
塁
で
書
か
れ
て
い
る
。
出
土
総
数

一
一
四
点
で
あ

る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
の
は
そ
の

一
部
、
巻
第
四
中
の

「法
師
品
第
十
」
を
書
写

し
た
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
崎
清
和
）
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